
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸのＶｏｌｕｍｅとは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 結晶方位の定量をＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎと言われている。 

   バルク材の極点図からＯＤＦ解析を行い、ＯＤＦ図から結晶方位の定量を行う。 

   例えば、ｇｏｓｓ方位とｃｏｐｐｅｒ方位を５０％含まれる場合でも、その集積度が異なれば 

   極点図や、ＯＤＦ図の最大方位密度は異なります。 

   ＬａｂｏＴｅｘを使ってこの違いを説明後、ＭＴＥＸのＶｏｌｕｍｅとはどのような機能なのか 

   調てみます。 

評価する極点図（３試料の極点図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の比較（集積度が異なる事が確認出来ます。 

  

  

  

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算（ ） 

 Ｇａｕｓｓ関数の半価幅と最大密度をＦｉｔｔｉｎｇしＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

 

 

 

 

 

 

 

  半価幅が異なるが、ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ共，５０％として求められます。 

  Ｆｉｔｔｉｎｇした半価幅とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ％を求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算（ ＋ ） 

 半価幅を±２０ｄｅｇに固定してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

 

 

 

 

 

 

 

 半価幅指定が狭いと正確なＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎは求められません。 

 

 

 

このような極点図の場合、ＭＴＥＸのＶｏｌｕｍｅで求めてみます。 

 

 

 

 

 



Ｖｏｌｕｍｅ 

volume(odf,centerODF,5*degree) % the volume of a ball 

volume(odf,ori,10*degree) 

volume(uniformODF(CS,SS),ori,10*degree) 

volume(odf3,calcModes(odf3),30*degree)*100 

のような使い方と説明されている。 

上記極点図で確認を行って見ます。 

 

 

 

 

Ｃｅｎｔｅｒに対する広がりに依存した値が計算されている。 

広くすると、同じような値が得られる。 

よって、ｃｅｎｔｅｒに対する広がりを狭くすることで、ＯＤＦの集積度が判明する。 

 

極点図のｇｏｓｓ５０％、ｃｏｐｐｅｒ５０％の材料に対する体積分率（％）とは異なる。 

 

 


